
令和 6 年 4 月 8 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 完成品

事業所及び、施設外就労先

実施日程

1/9～3/29

実施した生産活動・施設外就労の概要

携帯トイレ生産

利用者数　35人

＜目的＞ 商品内容

地域連携活動のねらい

能登半島地震にて不足している携帯トイレの生産

地域にとってのメリット　不足している携帯トイレの確保

対象者にとってのメリット

作業者に仕事を提供し、被災者には商品を提供することができた

＜成果＞ 作業風景

実施した結果

1ヵ月で3000個の携帯トイレを生産

得られた成果

大量受注と共に被災者への社会貢献にもなる仕事ができた

課題点

急な対応になった為、他の生産活動との数量調整に苦労した

連携した結果に対する意見または評価

今回お正月明けの急なお願いにも関わらず、最大限のご協力をいただけたことで、

想定以上に被災地へ商品の供給がスムーズに行えた。

今後の連携強化に向けた課題

今回の経験を活かし、今後も同様の商品の生産依頼を行うことで、受注の幅が広がったが、

受注増に対する人員確保等が今後の課題になる

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社服部 担当者名 服部

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 Hail

住　所 兵庫県宝塚市小林5丁目4-1

2813004385

松弘　美紀

令和５年度電話番号 0797-72-8802

様式１


